
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 結果・学校関係者評価

５　最終評価

（１）共通評価項目

最終評価

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師８０％
以上

・教職員間でマイプランやアクションプラン
を共有するとともに，校内研修等により取
組の促進を図る。

B
・「学習の個性化」「指導の個別化」を図り、一人一人に対応した、きめ細かな指導に努
めながら、授業を進めた。「唐津の学びスタイル」を共有し、授業力が向上したと感じる
教師は75％。

B
・授業を参観していると、意欲的に意見を言ったり、グループでの協働学
習の様子が見られたりして、子どもが意欲的に取り組む授業づくりをして
いる。

○「『よぶこっこの学習過程』をj実践し，
書く力をつけるための授業をめざし，取り
組んだ。」と回答した教師の割合が８０％
以上（アンケート）
○「授業がよくわかる」の質問に対して肯
定的な回答をする児童の割合９０％以上
（アンケート）。

・「よぶこっこ学習過程」の授業実践に取り組む。
・学習過程の中で書く活動に重点をおき、条件や
キーワードを意識して書けるような活動を仕組ん
でいく。 A

・授業において、発達段階に応じてかく活動に工夫して取り組んでいる教師の割合が
 ９２％となり、意識して実践している。
・内容が定着しているとは言い難いが、「授業がよくわかる」と回答した児童は９５％。 A

・「授業がよくわかる」と回答した児童が多いことはすばらしい。しかし、子
ども達は正しく自己評価できているのか多少疑問に思う。
・「書く」力をつけるためにも読書など「読む」力をつけていってほしい。

●児童生徒が，自他の生命を尊重する
心，他者への思いやりや社会性，倫理
観や正義感，感動する心など，豊かな
心を身に付ける教育活動

〇「きらり」見つけの対象が昨年より広
がった」割合７０％以上（教師アンケート）
〇「学校は楽しい」と答える児童９５％以
上（児童アンケート）
〇児童集会で意見交換が昨年度より活
発になる（観察）。

・委員会主体の取組や帰りの会等で児童
の「キラリ」見つけ活動を行い，自尊感情を
高める。
・Ｑ－Ｕアンケートを有効活用し，望ましい
児童集団を構築し，学級運営に生かす。
・代表委員会の話合い活動において，友達
を「さん」づけで呼ぶためにどんな工夫をし
ようかなどを議題に取り上げ，規範意識を
育てる取組を行う。

A

・「きらり」見つけ活動では、代表委員会の議題で取り上げ話し合うことで、全校で取り
組もうとする意欲が高まった。（児童７８％）
・代表委員会では、「きらり見つけ活動」「あいさつレベルアップ」を議題に取り組み、友
達のよさに目を向けることで、自身の行動を振り返ったり、高めたりすることにつながっ
た。
・「学校が楽しい」と答える児童が９２％と、わずかに目標には届かなかったが、仲間づ
くりを意識した学級経営により中間評価からは上昇した。
・児童集会では、計画委員会を中心に、「すごかとこ発表」の時間を新たに取り入れた。
自尊感情の高まりや友達の良さを認める感想が多く見られ、継続して実施することで、
自他を認め合う活動につながると期待される。

A

・「学校が楽しい」と答えた子どもが92％いることが大変すばらしい。
・子どもが楽しく過ごしていることは、朝の挨拶の様子からうかがえる。元
気な挨拶は、地域も明るくする。子どもを学校・家庭・地域で育てるつもり
で声を掛けていきたい。

●いじめの早期発見，早期対応体制の
充実
○人権学習の実施

○いじめ防止等について組織的に対応
できていると回答した職員８０％以上（ア
ンケート）。
○「自分や友だちを大切にできた」と答え
る児童が８０％以上（児童アンケート）
○「学校では道徳や人権教育などがきち
んと実施されている」と答える割合８０％
以上（保護者アンケート）

・毎月第２月曜日に「心のアンケート」を
実施して，児童の実態を把握し，早期対応を行う。全職
員で共通理解を図り，学校全体で児童に対応をしてい
く。
・部落差別を解消するための学習の取組（6年）を行う。
・全校道徳の実践，言葉遣いについて考えさせる強化
週間の取組を行う(各学期）。

A

・毎月第２月曜日に「心のアンケート」を実施して，児童の実態を把握し，早期対応がで
きた。いじめ防止について、組織的に対応できていると回答した職員は100％だった。
・言葉遣い指導の強化やピンクシャツデーの実践、全校道徳を通して、児童にいじめ防
止の意識を高めることができ、友達を大切にしようとする児童が89％となった。
・道徳や人権教育などがきちんと実施されていると答えた保護者が９５％に上がった。

A

・どんなことがいじめであるのか、子どもがしっかり分かっておくことが大
切である。
・LGBTQの問題は、本校でもあるのか。身近な問題として子どもたちの様
子を見ていく必要があると思う。

○教育活動のＵＤ化
○特別支援教育の充実

〇子ども支援会議の活用
○「教材教具の工夫や提示のの仕
方，掲示物の場所の共通理解な
ど，教育活動や授業・教室環境の
ＵＤ化に努めた。」と答える教師が
８５％以上（教師アンケート）

・人権が尊重される環境づくりを視点にした授業・教室
環境のＵＤ化に努める。
・教職員や保護者の特別支援教育についての知識や
理解を深める。
・特別支援教育Ｃを中心とした支援体制のもと，支援を
要する児童の実態把握し，子ども支援会議，ケース会
議を通して，全職員の共通理解を図ることで有効な支
援をする。
・ＳＣやSSW巡回指導等の外部機関を活用する。
・授業のＵＤ化で児童の学習理解を進める。
・UD教育の冊子を活用する。

A

・人権が尊重される環境づくりを視点にした授業・教室環境のＵＤ化に努め、それらの
手立てをデータ、冊子としてとして保存し、誰もが使えるようにした。
・教育活動や授業・教室環境のUD化に努めた教師は９１％。
・特別支援教育Ｃが中心となり，支援を要する児童の実態把握に努めた。子ども支援
会議，ケース会議により，全職員の共通理解を図ることで有効な支援ができた。保護
者とも手立てや情報を共有し連携を図った。
・ＳＣやSSW巡回指導等の外部機関を活用した。

A

・子どもの困り感に合った手立てをこれからも工夫してほしい。
・生活支援員等の児童に身近な支援やSCやSSW等の専門的な支援で、
これからも支援の充実を図ってほしい。

◎「 自分の夢や目標に向かって努
力する気持ちを持つことができて
いる」と答える児童を８５％以上に
する。

・地域を生かした学習や夢・目標について考えさせる場
面を設け，教科，学校行事等を通して，郷土を誇りに思
う心や自己肯定感を高めさせる。
・キャリアパスポートに，学習成果物や学習評価物を整
理する機会を学期に２回設ける。 A

・キャリアパスポートについては、引き続き一斉に取り組む時間を確保した。また、教科
の学習や学級活動と関連付け、各学級で取り組んだ。
・コロナ禍で控えていた外部講師の派遣や地域に出かけての学習が、少しずつ行える
ようになった。地域連携を進め、児童が故郷や地域のことを学び、愛着や誇りをもつよ
うな教育をすすめることができた。
・「自分の夢や目標に向かって努力する気持ちを持つことができている」とアンケートで
回答した児童は91％。

A

・キャリアパスポートは、目標をたてたり振り返ったりすることを通して、自
分自身を客観的に見ることができる取り組みであり大変すばらしい。
・地域とのかかわりが増えることで、地域の良さに気付いていってほしい。

●「健康に食事は大切である」と考
える児童生徒９０％以上（児童アン
ケート）
○朝食をとって登校する児童９５％
以上

・毎朝、健康チェックの際に朝ごはんの喫食状況を確認し、食
べていない児童には個別に指導する。
・給食時間中に各教室で「食」に関する指導を行う。また、給
食の放送原稿を作成し、毎日給食委員会より放送してもら
う。
・毎月１回程度、家庭へ給食だよりを配布する。

A

・「健康に食事は大切である」と考える児童生徒９８％以上（児童アンケート）であり、ほ
とんどの児童が大切さを感じている。
・給食週間では、「給食ができるまで」「クジラ等の食材」についての学習による食育指
導ができた。
・朝食をとっていると答えた児童は95％、保護者は93％だった。保護者が準備できなく
ても、自分で準備して食べる子が数名いるようだった。

A

・朝食を摂ることの大切さを伝える指導をこれからも続けて欲しい。
・給食時間の放送で、食材についての説明をしているのがよいと思う。地
域の食材が給食に使われることを知り、地域の人に感謝する心も育って
ほしい。
・食べた物で体も心も育まれていく。食べることが子どもの安定に繋がっ
ていると思う。

○外遊びを奨励し，佐賀県のス
ポーツチャレンジに全学級が取り
組む。

・佐賀県のスポーツチャレンジについて取
組週間を設け，各学級で一回は必ずチャ
レンジする。
・なわとび習慣をつけさせ，児童主導の縦
割りなわとびタイムを行う。

B

・スポーツチャレンジ取り組み月間を１１月に設けた。全学級での取り組みはできなかっ
たが、ほとんどの学級が実施し、外遊びを奨励することができた。
・１１月になわとびタイムを設定し、縦割り班で取り組むことで児童の体力向上を図るこ
とができた。

B

・縦割りのグループで取り組んでいることがよい。異学年との交流によっ
て、上級生は責任感を育むことができる。同級生との交流では得られない
ものが得られると思うので、今後も縦割りの活動を大切にして欲しい。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

最終評価

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

学校関係者評価

５　総合評価・

　　次年度への展望

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

○地域との連携

○児童の体力の向上

自他を大切にするとともに，主体的に考え・動く子どもの育成

学校関係者評価

３　本年度の重点目標

・「よぶこっこ学習過程」を全職員で進めていくことで、授業力向上に努めることができた。今後は、児童自身が「本当に分かる」ことを目指し適切な自己評価ができるようにしていく。

・地域を題材とした学習活動を充実させ、呼子を誇りに思い、自己肯定感を高めて夢に向かって努力する児童の育成を図っていく。

●教育委員会規則に掲げる時間
外在校等時間の上限を遵守する。
〇1年を上期と下期に分けて，各
期，超過勤務を一人当たり１０％削
減

・前年度比の数値を示し，タイムマネジメン
トを意識した働き方に取り組む。
・行事等に見通しを持って取り組んだり，互
いに声を掛け合ったりしてハッピーフライ
デー（定時退勤日）に学校全体で取り組
む。

A

・総合的な学習等で、「地域を生かした学習に取り組んだ」学級担任は９０％であった。
学年の発達段階に応じて地域の良さを知る学習に取り組むことができた。保護者アン
ケートの結果では、呼子の海の良さや歴史を学ぶ良い機会だったと、肯定的な回答が
９４%だった。

・学年の発達段階や特性に合わせた地域学習が行われていてよいと思
う。子ども達の様子を見ても、それぞれの学年の特徴が表れていて微笑
ましい。
・私達も、子ども達のために呼子の歴史を伝えていければと思う。A

A

重点取組

●業務効率化の推進と時間外勤務時間の削減

具体的取組

・見通しをもち、計画的な業務によるタイムマネジメントを意識した働き方改革に取り組
んだ職員は、92％だった。
・ハッピーフライデー（定時退勤日）は、声を掛け合うことで退勤時刻を意識した働き方
に取り組むことができた。 A

・先生方は、毎日の授業の準備だけをすればよいわけではなく、子どもや
保護者との関係づくりを大切にしながら日々の業務に取り組まれているの
で感謝している。

学校名 唐津市立呼子小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●全職員による共通理解と共通実践

○学習内容の定着に向けた分かりやすい授業
の実践

・基本的な生活・学習習慣の向上については，全校共通した継続的な取り組みで，落ち着きのある生活や学習の様子が見られ，成果がみられた。

・学力向上についは，共通理解，共通実践をもとに，学習過程のＧＷ（グループワーク）を重点化した授業改善に取り組んだ。基礎事項の確実な定着とともに主体的に学ぶ児童の育成をねらい，取組をさらに進める必要がある。

・人権教育総合地域事業として中校区で連携し，人権教育を基盤にした組織的な取組，視点を明確にした取組を地域にも公開して周知を図ることができた。

【令和４年度　呼子小重点プロジェクト】

①学力の保障　　②呼子小全体のＵＤ化の促進　　③お互いを尊重する心の教育の充実　　④業務改善

１　前年度

　　評価結果の概要

２　学校教育目標

○「学校では地域の良さを知る学習に取
り組んでいる」と肯定的な回答をした保護
者が８０％以上（保護者アンケート）
○「地域をいかした学習に取り組んだ」と
肯定的な回答をした教師が８０％以上
（教師アンケート）

○いきいき学ぶからつっ子育成事業の推進
○海洋教育の推進

・地域を題材とした総合的な学習の時間の
見直しと再構築を行う。
・３，４，５年の総合的な学習の時間を中心
に、「地域のひと・こと・もの」と関わりなが
ら、呼子の海のよさ・歴史・環境の学習を
年間３０時間以上実施する。

ひ
と
り
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
教
育

●心の教育

●健康・体つくり

◎自らの夢や目標の実現に向けて努力する気
持ちを高める教育活動の推進

●「望ましい食習慣と食の自己管理能力の育
成」

目指す児童像 めざせ！キラリと光る 呼子っ子
よ よく聞き考え 進んで勉強（かしこく＝学力の保障）

ぶ ぶつかるやる気 バリバリ仕事（あたたかく＝勤労奉仕）

こ ことばハキハキ あいさつ礼儀（あたたかく＝自他の尊重）

つ つけようけじめ なくそういじめ（あたたかく＝差別解消）


